
12 

 

（２）中学校国語 

  ① 伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くこと【Ａ７二】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈解答類型・反応率と課題〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
○解答類型３で、「放課後にもしてほしい」「毎朝の花壇の水やりだけでは足りない」と解答した生徒

は、【要望】にある情報を適切に取り上げて過不足なく書くことができていないものと考えられる。 

〈関連する生徒質問紙・回答別の平均正答率〉 

質問 
項目 

国語の授業で目的に応じて資料を読

み、自分の考えを話したり、書いたり

していますか（肯定的回答） 
全国（公立） 県（公立） 自 校 
５９．２ ４７．９  

 

69.3 

76.1 

80.1 

80.8 

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

中国A

解答類型 全国（公立） 県（公立） 自　校

1 ◎ 条件①、②を満たして解答しているもの 66.4 67.1

2 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの 0.5 0.3

3 条件②を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの 23.3 23.0

9 上記以外の解答 1.3 1.2

0 無解答 8.6 8.3

（正答の条件）次の条件を満たして解答している。
　①　【要望】から、放課後も花壇に水やりを行ってはどうかという内容を適切に取り上げて書いている。
　②　「という要望について回答します。」に適切に続くように、十八字以内で書いている。
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〈今後の指導に向けて〉 必要な情報を取り上げ、まとめ、書く活動を重視した授業実践を！ 

 内容を正確に捉えなければ、きちんと伝えることはできない。必要な情報を取り上げ、まとめる活

動を日常的に行うことが必要であり、指導に当たっては、授業の振り返りの際に、その日の授業の概

要やポイントを一文で書く取組を継続的に行うことが考えられる。また、「書く」場面では、目的（何

を・何のために）、相手（だれに向けて）、場面・状況（どのような場面・状況）、方法・手段（どの

ように）と言った条件を明確にし、指導にあたることが大切である。 

【例１ １年「いろいろな通信文」（光村図書１年 資料）】 

用件がひと目でわかるメールの件名を考える。   

                         

                         

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例２ １年「項目を整理して伝えよう－案内文を作る」（光村図書１年）】 

相手や目的に応じて、伝えるべき事柄を整理し、項目の立て方を考えて、案内文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・身近な題材を用いて、必要な情報を取り上げ、まとめて書く取組を充実させる。 

・伝える相手、伝える目的、伝えるべき内容を明確にして、書く取組を充実させる。 

・授業の終わりに、毎時間、その日の授業の要点を一文でノートに書かせる。 

 

案内文の形式や

必要な項目につ

いて確かめる。 

オープン・スクールの

案内文を作成する。 
家族向けの案内

文に書き換える。 

①発信相手が家族となった場合、
追加すべき情報や削除してもよ
い情報を考える。 

②項目の立て方を考え、その項目
に沿って、家族向けの案内文を
書く。 

※見てほしい授業、メッセージ等 

推敲の上、清書

して家族に渡

す。 

 

①グループで自分の考え
た案内文の内容や工夫
した点を発表する。 

②発表を聞いた人は、良
かった点や修正が必要
な点を伝える。 

③友達の意見を参考に、
推敲し、清書する。 

①メールの内容から件名を考え、発表する 
（発表例） 
・お久しぶりです。  ・横山新一です。 
・高野先生のお見舞いに行きませんか？ 
・都合を教えていただけますか？   
・お見舞いについて  ・高野先生 

高野先生のお見舞い 

（生徒の感想） 
・件名の大切さがわかった 
・短い言葉でわかりやすく表すのが難しかった。 
・ポイントを考えながら作ると、簡潔になった。 

②件名作成のポイントを伝えた上で、どのよ
うな件名がいいか、話し合わせる。 
（ポイント） 
・文で書かない（体言止め） 
・メールの内容が一目でわかるようにする 
・無駄を省き、簡潔なものにする 

※電子メールなど、中学生が興味を持つ題材を取り上 
げることで、主体的に授業に参加する生徒が増える 

①必要な項目は全て入っている
かを確認する。 

②学校が作成した実際の案内と
比較し、推敲する。 


